
木曽っ子号（生活交通システム）（木曽町）：広域な自治体における交通空白地の解消

地域と交通の状況 【厳しい気候条件】【少子高齢化】【集落点在】
・ 木曽町は本州中部、長野県西端に位置し岐阜県と接している。冬季には積雪も多く、気候条件も厳しい。
・ かつての基幹産業である林業の停滞、バブル期以降のスキー客減少なども重なり、20 代の若者を中心にこの

40 年間で人口が 30%減少している。また、高齢化率も 33%にのぼり、少子高齢化が進展している。
・ 中央アルプスと御嶽山に囲まれた急峻な地形で、平坦地は木曽川沿いの一部と開田高原のみである。面積

は長野県の町村で最大であり、谷あいに集落が点在するとともに、生活圏域の標高差が大きい。また、駅、ス
ーパー、病院、官公庁等の主要施設の大半が木曽福島の中心市街地に集中立地している。

活用メニュー（制度・協議会等） 【公共交通活性化総合プログラム】
【都道府県の補助（バス）】【都道府県の補助（総合）】

・ 平成 17 年 11 月に控えた旧 4 町村の合併も契機となり、合併協議会の「住民の足専門部会」の中で、多数の
交通政策が混在し複雑でわかりづらいこと、運賃・ダイヤの地域間格差も非常に大きいことなど、生活交通に
関わる問題が極めて大きい地域と認識された。平成 16～17 年度の公共交通活性化総合プログラムを活用し
て試験運行に取り組むこととなった。

・ 平成 17～18 年度には、長野県の「コモンズ交通システム支援事業補助金」制度を活用した。この制度は、廃
止路線代替バスを運行している市町村が、住民が望む地域の新たな交通システムを再構築するために行う事
業に対して補助支援するものである。補助率は 3 分の 1 で、補助対象期間は 3 ヵ年（実質、2 ヵ年度）である。

・ 平成 18～20 年度には、長野県の「無医地区等解消事業補助金」制度を活用予定。この制度は、無医地区等
住民の医療機会確保のため、無医地区と医療機関との間を結ぶ運行事業（通院支援事業）に要する経費に
対して補助支援するものである。補助金額は、委託により行う運転者の人件費の額と、840 円に無医地区等と
医療機関との間の最短距離を路程とし運行に必要となる時間を乗じて得た額とのいずれか少ない額となる。

 取組の背景
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木曽町（長野県）：木曽っ子号（生活交通システム）

広域な自治体における交通空白地の解消

サービス内容 【ゾーンバスシステム】【デマンド型交通】【運賃の工夫】
・ 地域の交通網の主軸となるバスとして木曽福島市街地から旧 3 町村の中心部までを連絡する「幹線バス」、地

域内々の移動や幹線バスとの乗継のため運行される「支線バス」、からなるゾーンバスシステム体系となってい
る。支線バスは、地域の特性に合わせて、巡回バスや乗合デマンドタクシー（住民のみの登録制）が導入され
ている。また、各地区の支所など主要地点で、幹線バスと支線バスの結節を行う「乗り継ぎポイント」が設定され
ている。バス停数は約 260 箇所、運行路線距離は約 250km である。

・ 運賃は幹線バス 200 円、支線バス 100 円である。バス間及びバス、乗合タクシーを乗り継ぐ場合は、通常 300
円のところを上限 200 円とし乗継券交付により乗車できる。（ただし、幹線バス同士や幹線バスと一部巡回バス
の乗継を除く。）全線定期券（一般定期券 年間 96,000 円、高齢者等福祉定期券 年間 9,600 円）や回数券、
観光券も設定されている。

・ 木曽町が運営し、運行はおんたけ交通等へ委託している。

 実現したサービス



目標設定 【プロセス：目標設定】
・ 公共交通再編の基本方針として、平日 6 往復以上などシビルミニマムの設定、既存事業者との連携、観光客

の二次交通手段としての役割、などが設定された。

計画策定 【プロセス：現状把握】
・ 具体的な経路、ダイヤ、運賃については、住民アンケートの結果を尊重し、7割方の住民が許容した「1時間に

1本程度」「バス停まで徒歩7～8分」「200円」を基本として設定した。一定以上の需要がある集落をできるだけ
巡回すること、基幹交通である JR と乗継できるダイヤにすること、なども合わせて設定された。

実施とフォローアップ 【プロセス：フォローアップ】
・ 試験運行 3 ヵ月後にも住民アンケートを実施するなど、利用者の声を反映させたシステム作りを継続している。

対住民コミュニケーション 【調整：対住民】
・ 町長が合併後の一番の政策公約として交通システム再編を掲げたこともあり、住民への説明会やパブリックコ

メントの実施なども重点的に行われていた。

隣接市町村との連携 【創意工夫：サービスの工夫】
・ 平成18年 2月に開通した権兵衛トンネルを利用したルートで、平成20年 4月より、隣接する伊那市との間に1

年間の試験的な路線バス運行が計画されている。地域間交流の促進や医療、観光など広域ネットワークによる
連携、新たな観光ルートの創出など今後の地域振興が期待されている。

合併自治体での運賃設定 【教訓：住民・利用者理解の必要性】
・ 合併前の旧町において無料の福祉バスが運行されていた区域があったこともあり、当初町が予定していた運賃

の設定に住民の理解を得ることができず、低額な運賃を設定せざるを得なかった。運賃に対する充分な議論の
前に運行がスタートしてしまったため、収入確保が難しく、生活交通システム全体の維持が大変難しい状況に
ある。施策の浸透を受け、現在、交通種類のバランスを考慮した運賃の見直しを検討中である。

委託における課題 【教訓：市町村負担の増加】
・ 交通事業者への委託費は、町の財政を大きく圧迫している。町としては受託のみとなった事業者の経営意欲の

低下を懸念するため、事業者からの積極的な提案を望んでいる。

 プロセスと調整

 創意工夫・知見・教訓

効果 【利用者数の増加】
・ 幹線バス、支線バスともに導入以来微増の傾向にある。また、高齢者の外出機会も増加している。

負担 【市町村負担】【都道府県負担】
・ 試験運行における町負担額は約1.3億円にのぼり、町の財政にとっては大きな負担となっている。支出の中で

は、事業者への委託費用は、年間約 1.5 億円である。
・ 主にバス運行に関して、県から年間数百万円の補助金を受けている。

 効果と負担

44 木曽町

連絡先：木曽町企画調整課地域振興係 電話 0264-22-4287

参考 URL：木曽っこ号 HP http://www.town-kiso.com/885/000676.html

 連絡先、参考 URL 等
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図．木曽町生活交通システム路線図
出典：木曽町資料
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図．生活交通システム時刻表（例．開田高原線、巡回西野線）
出典：木曽町資料



図．輸送実績
出典：木曽町資料

木曽町

 資料編



図．輸送実績
出典：木曽町資料

図．生活交通システム検討スケジュール
出典：木曽町資料

44 木曽町

 資料編


